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麦粉が自給できたわけでは 小麦の栽培は、北部ナイジェリアの河川流域の乾期作として ほそぼそと営ま てきた。一九六〇年の独立以前からナイジェリ小麦を供給してきたのがアメリカであった。余剰農産物をかかえて たアメリカは、ナイジェリア産原油の輸入国ともなり、輸出品を必要としていた。こうして一九七〇年代のオ ルブームで経済が過熱 たジェリアでは、輸入小麦からつくるパンが相対的に廉価な主食となったのである。
　ひとたびパンの味を知ってしまった人び
との欲求は、一九八〇年代にナイジェリアを襲った経済危機の下 も衰えなか外貨不足から輸入が難しく った小麦の供給を補うため、政府は食糧自給と輸入代替をかかげて小麦増産を推進した。しかし大規模灌漑や機械化といった野心的事業 ことごとく失敗し、今日に至るまで大幅な輸入依存がつづいている。パン食とこれをめぐって生じた経済開発の停滞は 「小麦の罠」とすら呼ばれている。
　西アフリカはイネ（オリザ ・ グラベリマ）
の原産地として知られている。栽培種のなかでは単位面積あたりの収穫量で劣るものの、乾燥や病害につよいことから、今日でも天水で耕作されている。ナイジェリアの人びと 食生活にも米飯食が定着しとは言うものの、日々の食事として供されてきたわけではなかった。人びとは主食してのコメを好むが、その生産量が限られていたことから、もっぱら「ふるまい」で饗される特別な食事であった。トマトや唐辛子をすり下ろし ものをベースに、肉・魚をはじめとする食材を加えた炊き込みご飯「ジョロフ・ライス」 冠婚葬祭には欠かせない料理であり、高価 棒鱈なども加えることで参会者への感謝と歓迎のメッセージになるという。
　コメが人びとの日常的な食材となったの





り、内戦（ビアフラ戦争）による飢餓を除けば、食料不足を経験したことがない。それゆえに 昨今の「食糧危機」もあまり深刻には受け止められていないようである。とは言え、人口大国として 料増産は常政権の課題であり 小麦やコ など穀類生産への取り組みはそれを物語っ いる。ナイジェリアにとってのオイルブームとは、経済自体の変容であり 農産物をはじめとする流通もまた大きく変化したが、これが人びとの食生活、そして主食作物への需要構造を変えたと言えるだろう。国内生産の規模こそちがえ、小麦とコメの輸入量は依然として大きい。その意味からすると 今日の世界大での食料流通 変化は、ナイジェリアの人びとの食生活、とりわけ主食にも影響を与えずには むまい。
（もちづき 　かつや／アジア経済研究所新領域研究センター）
ナイジェリア中部の精米所
（筆者撮影）
